
都
道
府
県
名

市

町

村

名

埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
、
川
口
市

千
葉
県

市
川
市

東
京
都

中
央
区
、
港
区
、
文
京
区
、
墨
田
区
、
江
東
区
、
大
田
区
、
世
田
谷
区
、
中
野
区
、
豊
島
区
、

北
区
、
板
橋
区
、
練
馬
区
、
足
立
区
、
G
飾
区
、
江
戸
川
区
、
立
川
市
、
三
鷹
市
、
府
中
市
、

調
布
市
、
小
平
市
、
東
村
山
市
、
東
久
留
米
市
、
多
摩
市
、
西
東
京
市

神
奈
川
県

横
浜
市
、
川
崎
市
、
藤
沢
市
、
茅
ヶ
崎
市
、
大
和
市

京
都
府

京
都
市

大
阪
府

大
阪
市

兵
庫
県

西
宮
市

平成™š年 月™日 金曜日 第œ�š™号官 報

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
七
十
四
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
四
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
を
次
の

よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

大
阪
府
河
内
長

野
市
天
見
一
三
九
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

二

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
大
阪
府
庁
及

び
河
内
長
野
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

徳
島
県
海
部
郡

海
陽
町
小
川
字
小
川
六
二
の
九
（
国
有
林
）、
船
津
字

船
津
九
四
の
二
〇
、
九
四
の
二
一
、
三
好
郡
東
み
よ
し

町
昼
間
字
前
山
四
〇
五
五
の
五
四
七
、
四
〇
五
五
の
五

五
三
、
四
〇
五
五
の
六
〇
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

埼
玉
県
本
庄

市
児
玉
町
小
平
字
上
間
瀬
二
〇
一
一
の
六
、
二
〇
一

一
の
八
、
二
〇
三
二
の
二

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん

養
`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

二
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

埼
玉
県
秩
父

市
久
那
字
柚
木
平
三
二
八
〇
の
二
、
三
二
八
〇
の
一

〇
、
三
二
八
〇
の
一
一
、
三
二
八
一
の
二
、
三
二
八

一
の
四
、
三
二
八
一
の
六
、
三
二
八
一
の
七
、
三
二

八
一
の
八
、
三
三
〇
五
の
三
、
三
三
〇
五
の
四
、
三

三
〇
五
の
五

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
西
八

代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
高
畑
三
一
〇
一
の
五
六
、

三
一
〇
一
の
五
七
、
三
一
〇
一
の
五
八

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん

養
`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

二
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
西
八

代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
高
畑
三
〇
九
八
の
二
、
三

〇
九
九
の
四
、
字
新
地
三
二
七
五
の
二
、
三
二
七
六

の
三
、
字
前
山
三
四
二
一
の
二
、
三
四
二
一
の
三
、

三
四
二
二
の
二
、
三
四
二
三
の
四
、
三
四
二
四
、
三

四
三
五
の
五

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

三
^

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

山
梨
県
笛
吹

市
御
坂
町
大
野
寺
字
平
沢
山
二
〇
三
七
の
一
・
二
〇

三
八
の
一
・
二
〇
三
八
の
七
・
二
〇
三
八
の
一
三
・

二
〇
五
六
の
一
・
二
〇
五
六
の
五
（
以
上
六
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
〇
三
八
の

五
、
二
〇
三
八
の
八
か
ら
二
〇
三
八
の
一
〇
ま
で
、

二
〇
三
八
の
一
二
、
二
〇
三
九
、
二
〇
五
六
の
四

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

`

解
除
の
理
由

砂
防
設
備
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
庁
及

び
笛
吹
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
七
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
宍
粟
市

一
宮
町
福
知
字
田
ノ
小
屋
一
七
五
七
の
一
九
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
兵
庫
県
庁
及

び
宍
粟
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
八
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

大
分
県
佐
伯
市

蒲
江
大
字
波
当
津
浦
字
コ
エ
ノ
後
一
六
七
六
の
三
三

七
、
一
六
七
六
の
三
三
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
七
十
三
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
規
程
の
変
更
（
第
二
回
）及
び
事
業
計
画
の
変
更（
第

三
回
）
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
九
月
二
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
十
五
年
四
月
二
十
三
日
か
ら

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

愛
媛
県
今
治
市
矢
田
字
管
ヶ
谷
、
字
大

池
奥
、
字
六
反
地
、
字
大
坪
、
字
平
山
、
字
松
川
、
字

大
原
下
及
び
字
長
尾
の
各
一
部
、小
泉
一
丁
目
の
一
部
、

別
名
字
成
ル
ノ
谷
、
字
成
ノ
谷
、
字
寺
谷
及
び
字
端
谷

の
各
一
部
、
高
橋
字
徳
蔵
寺
、
字
山
嵜
、
字
板
敷
、
字

山
崎
及
び
字
岡
寺
の
全
部
、
高
橋
字
佐
夜
ノ
谷
、字
向
、

字
貞
、
字
向
谷
、
字
仏
師
、
字
岡
ノ
端
及
び
字
山
岸
の

各
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

今
治
広
域
都
市
計
画

事
業
今
治
新
都
市
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

愛
媛
県
今
治
市
共
栄
町
二
丁
目

二
番
一
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
今
治
都
市

開
発
事
務
所

六

事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成
十
五
年
四
月
二

十
三
日

七

施
行
規
程
の
変
更
（
第
二
回
）
及
び
事
業
計
画
の
変

更
（
第
三
回
）
の
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
九

月
二
日
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